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千葉市教育委員会 



 

平成２０年千葉市教育委員会会議第４回定例会会議録 

 

日時 平成２０年４月１６日（水） 

    午後３時００分開会 

    午後３時４５分閉会 

場所 教 育 委 員 会 室 

 

 

出席委員 委 員 長 津田 英彦 

     委 員 奥山 福子 

     委 員 竹蓋 幸生 

     委 員 川島 義美 

     委 員 岩沼 静枝 

     教 育 長 飯森 幸弘 

 

出席職員 教 育 次 長 小川  隆  保 健 体 育 課 長 嶋田 信昭 

教 育 総 務 部 長 武田  昇  教育センター所長 菊地  明 

学 校 教 育 部 長 岩切  裕  養護教育センター所長 宍倉 喜巳 

生 涯 学 習 部 長 河野 正行  生涯学習部参事（生涯学習振興課長事務取扱） 本庄 賢一 

千 葉 高 等 学 校 長 田辺 新一  社 会 体 育 課 長 小川 重夫 

稲毛高等学校長・同附属中学校長 仲間 憲三  青 尐 年 課 長 村松 好晴 

教育総務部参事（総務課長事務取扱） 青葉 正人  中 央 図 書 館 長 田口 幸男 

教育総務部参事（企画課長事務取扱） 山﨑 正義  総 務 課 総 括 主 幹 伊藤 太一 

学 校 財 務 課 長 豊田 英男  学 事 課 調 整 主 幹 山本 和豊 

学 校 施 設 課 長 豊田 滋貴  生涯学習振興課調整主幹 海保 英利 

学 事 課 長 吉田  進  総 務 課 主 幹 杉江 達也 

教 職 員 課 長 時田  猛  総 務 課 主 幹 山田 輝夫 

指 導 課 長 小池 公夫   

 

書  記 総 務 課 長 補 佐 大崎 賢一  総 務 課 副 主 査 小池 正彰 

     総 務 課 総 務 係 長 藤代 真史  総 務 課 主 事 清田 信之 

     総 務 課 人 事 係 長 内山  健  総 務 課 主 事 河瀬 伸也 

     総 務 課 経 理 係 長 髙橋 義浩 



 

１ 開会 

津田委員長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

全委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

津田委員長より岩沼委員を指名 

４ 会期の決定 

平成２０年４月１６日（１日間）ということで全委員異議なく決定 

５ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

６ 議事の概要 

 (1) 報告事項 

  報告事項 (1) アクアリンクちば入場者５０万人達成について 

社会体育課長より報告があった。 

 (2) 臨時代理報告 

  報 告 第 ４ 号 学校教育法等の改正に伴う関係規則の整備に関する規則の制

定について 

総務課長、学事課長及び指導課長より報告があった。 

  報 告 第 ５ 号 地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴う関係規則

の整備に関する規則の制定について 

教職員課長より報告があった。 

  報 告 第 ６ 号 教育公務員特例法第２５条の２の規定に基づく指導が不適切

である教諭等の認定の手続等に関する規則の制定について 

教職員課長より報告があった。 

  報 告 第 ７ 号 千葉市教育委員会事務専決規程等の一部改正について 

総務課長より報告があった。 

  報 告 第 ８ 号 千葉市教育委員会服務監理委員会規程の一部改正について 

総務課長より報告があった。 

  報 告 第 ９ 号 市費負担教育職員の人事について 

教職員課長より報告があった。 

 (3) 発言の要旨 

  報告事項 (1) アクアリンクちば入場者５０万人達成について 

   津田委員長 社会体育課長、報告をお願いします。 

   社会体育課長 報告事項(1)「アクアリンクちば入場者５０万人達成について」、

報告します。平成１７年１０月２３日にオープンした、アクア



 

リンクちば、千葉アイススケート場の入場者総数が、平成２０

年４月６日午前１１時５分に５０万人に達成し、エントランス

ホールで記念式典を行いましたので報告します。当初計画では、

年間入場者数１３万人と見込んでおり、５０万人達成は、平成

２１年９月頃と想定していたので、計画より１年半早く達成す

ることができました。その主な理由としては、トリノオリンピ

ックや国際大会での日本人選手の活躍によるスケートブーム

が追い風になったことや、県内で唯一の通年型であるという施

設の特徴などが考えられます。５０万人目該当者には、記念品

としてアイススケート場の利用回数券などを贈呈しました。な

お、来場者５０万人達成を記念し、５月１７日 土曜日、１８

日 日曜日の２日間、施設を無料開放するとともに、千葉大学

ジャグリングチームによる大道芸のパフォーマンスやプレゼ

ント抽選会などを実施します。 

  報 告 第 ４ 号 学校教育法等の改正に伴う関係規則の整備に関する規則の制定

について 

   津田委員長 総務課長、学事課長及び指導課長、報告をお願いします。 

   総 務 課 長 報告第４号｢学校教育法等の改正に伴う関係規則の整備に関

する規則の制定について｣ですが、千葉市教育委員会組織規則第

９条第１項の規定により、教育長の臨時代理により処理したので、

同条第２項の規定により報告します。地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の改正に伴い、教育委員会の責任体制の明確化と

して、議決事項の改正、教育委員会の活動状況の点検評価制度の

追加がありました。改正の１点目ですが、教育委員会が教育長に

委任することができない事項が、法に新たに規定されたことから、

教育委員会組織規則に所要の改正を行うものです。２点目ですが、

教育委員会自らが行う事務の管理、執行の点検評価で、教育委員

会がその権限に属する事務の管理、執行の状況について、外部の

知見の活用を図りつつ点検評価を行い、その結果に関する報告書

を作成、議会に提出するとともに公表しなければならないことと

なりましたので、この点について所要の改正を行うものです。そ

の他の規定の整備として、郵政民営化法の制定に伴い、従来書類

などを送付する際に、郵送によるものと規定していたところを、

他の方法によっても送付できることとしたものです。 

   指 導 課 長 報告第４号｢学校教育法等の改正に伴う関係規則の整備に関

する規則の制定について｣のうち、第２条 千葉市立小学校及び



 

中学校管理規則の一部改正、第４条 千葉市立特別支援学校管理

規則の一部改正、及び第５条 千葉市小学校及び中学校における

出席停止の手続に関する規則の一部改正について説明します。大

きな改正点である学校評価についてですが、学校教育法施行規則

の一部改正に伴い、学校評価に関する規定の整備がされたことか

ら、千葉市立小中学校及び特別支援学校管理規則の改正が必要と

なります。小学校及び中学校では、第１０章 学校評価として第

５０条から第５２条までを新たに規定します。学校の裁量が拡大

し、自主性、自律性が高まる中で、教育活動の成果を検証し、学

校運営の改善と発展を目指すことが求められております。また、

学校運営の質に対する保護者、地域の関心が高まる中で、学校が

説明責任を果たすとともに、学校・保護者・地域相互の連携協力

を促すために規定するものです。 

   学 事 課 長 報告第４号｢学校教育法等の改正に伴う関係規則の整備に関

する規則の制定について｣のうち、第３条 千葉市立高等学校管

理規則の一部改正について説明します。まず、第１５条ですが、

年間の授業実施週数を、３８週から３５週に改正します。これは、

学校週休２日制の実施に伴う授業時数の減尐により、学習指導要

領に示される標準時数により運用されている現状と規則の整合

性を図るためです。次に第１２章 学校評価ですが、小・中・特

別支援学校と同様、高等学校についても、学校評価を導入するこ

とから、第７３条から第７５条までを新たに規定したものです。 

   津田委員長 質問等を含め、何かありますか。 

   奥 山 委 員 学校評価については、前から頭の中にはあったと思いますが、

今回、初めて導入するものだと考えられます。実情に応じて適切

な項目を設定するということですが、これがかえって難しさを伴

うのではないかと思います。 

   指 導 課 長 学校評価については、千葉市では既に平成１４年度から、文

部科学省の学校評価システム確立に関する調査研究を実施して

おり、先行して学校で実施してきているという状況があります。

その研究の中で、このような項目が例として考えられるというこ

とも挙げられています。平成１８、１９年度と引き続いて実施し

た成果を、学校評価についての簡単なパンフレット等として学校

に配ったところで、その中でも、各学校の実情に応じて工夫でき

るよう、項目を示しており、学校で評価をする上で参考になるも

のと考えております。 



 

   奥 山 委 員 結果を公表することとされていますが、主として校内で納得

できれば良いことなのでしょうか。 

   指 導 課 長 従来は公表について定められていなかったので、千葉市では

すべてを公表していたという訳ではありませんでしたが、自己評

価に関しては１００％の学校が実施しています。このたび、この

ような規定を定めることによって、従来から多くの学校で実施さ

れていた学校だよりや保護者会での公表が、より促進されるもの

と考えています。 

   奥 山 委 員 「生きる力」というものを大切にする、となっているわけで

すが、実際に指導している側も、何をもって価値観を定めるかと

いうところが、依然曖昧で、全員が同じ価値観を持っている訳で

はないので、例えばその評価をするにしても基準が統一されてい

ない可能性もあると思います。さらに学校がそれぞれ評価すると

いうことになると、なおさらそうなるような感じがします。 

   指 導 課 長 評価に関しては、どのような項目を評価するか以前に、学校

でどのような教育活動を行うかが非常に重要になってくると思

います。そして、それに合わせて学校で評価項目を考えていくと

いうことになるものと考えます。従来から学校で学校教育目標や

施策の重点などを掲げておるわけですが、そのようなものを改め

て見直すための評価の観点ということで示されていくというこ

とになります。結果としては、各学校における評価基準に、大き

な相違はないものと考えています。 

   奥 山 委 員 私も以前、学校評価を導入すべきだということを発言したこ

とがありますが、可能な限り、「わかる授業、楽しい教室、夢広

がる学校」ということに対する評価を基準にすれば良いのではな

いかと思います。学力ということについて、あまり神経質になら

ないようにと言うと語弊がありますが、それ以前のことについて

も適切に評価してもらいたいと思います。 

   指 導 課 長 本市でも、学校評価の委嘱事業のパンフレット等で、「わか

る授業、楽しい教室、夢広がる学校づくりのための学校評価」と

いうことを前面に出しています。 

   奥 山 委 員 ぜひそのようにしていただきたいと思います。 

   岩 沼 委 員 学年の授業時数について、学校現場ではどのように考えてい

ますか。 

   千葉高等学校長 千葉高等学校の場合、特に単位制に移行したこともあり、行

事を精選し、授業時数を可能な限り確保しながら学力を身につけ



 

るという工夫をしています。 

   稲毛高等学校長・同附属中学校長 稲毛高等学校でも同様に、３５週授業が確保できるように行

事の精選や短縮授業の見直し等を含めて進めているところです。 

   奥 山 委 員 それまでの３８週から３５週に改正されたという経緯があっ

たわけですが、その３週分についてはどのように考えていますか。 

   千葉高等学校長 始業式から終業式まで、それぞれ区切りがあり、日数は限られ

ているので、その中で、数が減った分だけ、完全に授業をなくし

てしまうわけではなく、可能な限り埋める努力をすることが大切

だと思っています。 

   奥 山 委 員 １日の時数を増やすということですか。 

   千葉高等学校長 例として、千葉高等学校では、７時限の４５分授業としていま

す。ただ、行事も人づくりなどの必要な要素がありますので、そ

のあたりを学校の実情に合わせて、実施していきたいと思います。 

   奥 山 委 員 まだ試行錯誤の段階ということですね。 

  報 告 第 ５ 号 地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴う関係規則の

整備に関する規則の制定について 

   津田委員長 教職員課長、報告をお願いします。 

   教職員課長 報告第５号「地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に

伴う関係規則の整備に関する規則の制定について」ですが、千葉

市立小学校及び中学校管理規則等、規則の一部に所要の改正をす

ることについて、千葉市教育委員会組織規則第９条第１項の規定

により教育長の臨時代理により処理したので、同条第２項の規定

により報告するものです。今回の育児休業等に関する法律の改正

の主旨ですが、尐子化対策として平成１９年に、職員の職業生活

と家庭生活の両立を一層容易にする環境整備を図るために、従来

の育児休業とは別に、育児のための短時間勤務をすることができ

るようになり、本年４月１日から本制度を導入するため、関係規

則の改正をしたものです。従来から整備化されていた育児休業は、

養育している子が満３歳に達するまで休業することができると

定められていましたが、今回導入した育児短時間勤務は、養育す

る子が小学校の就学の始期、すなわち小学校に上がるまで、１日

当たり４時間で週５日間、合計２０時間の勤務、１日当たり５時

間で週５日間、合計２５時間の勤務、週３日勤務で週２４時間の

勤務又は週２日半勤務で週２０時間の勤務という４つの勤務形

態から選択ができることとされたものです。１回に承認する期間

については、１月以上１年以内であり、期間の延長について請求



 

する回数には制限がなく、養育する子が小学校に上がるまで、何

回でも請求を繰り返すことができることとしています。短時間勤

務を取得した教員が勤務をしない曜日、時間帯が増えるので、そ

の部分については、任期付きの短時間勤務職員を補充するという

形で運営していくこととなります。この法改正に伴い、今回改正

する規則及びその内容ですが、千葉市立小学校及び中学校管理規

則、千葉市立高等学校管理規則及び千葉市立特別支援学校管理規

則の各規則に定められている、校長による出勤簿の管理について、

職員が育児短時間勤務をした場合には、出張や育児休業の場合と

同様に、その旨を出勤簿に記載することと定めるものです。併せ

て、組織編制報告書の書式に所要の改正を行うものです。施行期

日は平成２０年４月１日です。 

   津田委員長 質問等を含め、何かありますか。 

   岩 沼 委 員 従来はなかった制度で、子育てをしながら仕事をすることが

でき、とても良いことではないかと思いますが、この制度を使っ

た場合、その後のキャリアに影響は出てくるのでしょうか。その

ようなことはないとは思いますが、確認したいと思います。 

   教職員課長 育児短時間勤務を行うことにより、キャリアに関して影響を

受けるということはありません。ただ、育児休業と同様、退職金

等に関しては、育児休業を取得している期間や育児短時間勤務を

行っている期間は、多尐、除算されるということはありますが、

キャリアそのものに問題が生じるということはありません。 

  報 告 第 ６ 号 教育公務員特例法第２５条の２の規定に基づく指導が不適切で

ある教諭等の認定の手続等に関する規則の制定について  

   津田委員長 教職員課長、説明をお願いします。 

   教職員課長 報告第６号「教育公務員特例法第２５条の２の規定に基づく

指導が不適切である教諭等の認定の手続等に関する規則の制定

について」、報告します。平成１９年６月２７日付で教育公務員

特例法が一部改正され、指導が不適切である教員等の認定の手続

に関し必要な事項は、教育委員会規則で定めることとされたため、

これまで本市で運用していた特別に指導力の向上を要する教員

の取扱いに関する要綱の趣旨を踏まえながら、教育委員会規則と

して新たに制定するため、千葉市教育委員会組織規則第９条第１

項の規定により教育長の臨時代理により処理したので、同条第２

項の規定により報告するものです。教育公務員特例法の一部改正

の主旨ですが、指導が不適切な教員に対する人事管理については、



 

従来は任命権者である各都道府県及び指定都市教育委員会に委

ねられていましたが、各任命権者の人事管理の制度及び運用を統

一化するため、全国的な教育水準を確保する観点から、人事管理

に関するシステムを統一的に整備し、運用を図るため、教育公務

員特例法第２５条の２に、指導改善研修という新たな項目を明記

したものです。この法律の改正に沿い、本市で新たに教育委員会

規則として制定したわけですが、従来運用してきた本市の要綱に、

新たに付け加えた点を説明します。第２条において、指導が不適

切な教諭等として認定を受けた者が受ける研修の名称を「指導改

善研修」と明確に定義し、統一的な名称が使われることとなりま

す。次に第５条ですが、第１項に指導が不適切な教諭等の認定に

当たって、有識者や保護者等の外部協力者の意見の聴取というこ

と、また、第２項に有識者等又は有識者等であったものについて

は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならないという守秘義務が

新たに規定されました。この他、認定の事項にかかわる手続等に

関しては、学校長による申請をはじめ、本人の意見を述べる機会

を保証することとし、判定会の組織、委員構成等は、従来本市で

運用している要綱に準じたものとなっています。なお、本規則の

施行に関し、必要な事項については、別途取扱要綱を定めて運用

を図ることとしています。今回の規則制定を機に、指導が不適切

な教員等に対する人事管理の運用については、従来以上に適切か

つ厳正な運用に努めていきたいと考えています。 

  報 告 第 ７ 号 千葉市教育委員会事務専決規程等の一部改正について  

   津田委員長 総務課長、説明をお願いします。 

   総 務 課 長 報告第７号「千葉市教育委員会事務専決規程等の一部改正に

ついて」ですが、千葉市教育委員会組織規則第９条第１項の規定

により教育長の臨時代理により処理したので、同条第２項の規定

により報告するものです。改正の主旨として、まず、育児のため

の短時間勤務制度を分類化したことから、その手続きについて関

係する規定の改正を行ったものです。また、日本郵政公社の民営

化に伴い、教育委員会公文書取扱規程中の用語の整理を図るなど、

所要の改正を行ったものです。主な改正点ですが、育児短時間勤

務については、教育委員会事務専決規程に、職員から育児短時間

勤務の承認を求められた場合の専決者について、従来からある育

児休業の場合の専決者と同様の規定を設けたものです。また、学

校の職員が、育児短時間勤務の承認を請求する際の育児短時間勤



 

務承認請求書等、様式の整備などについて、千葉市立学校職員服

務規程に所要の改正を行ったものです。施行期日は平成２０年４

月１日です。 

  報 告 第 ８ 号 千葉市教育委員会服務監理委員会規程の一部改正について  

   津田委員長 総務課長、説明をお願いします。 

   総 務 課 長 報告第８号「千葉市教育委員会服務監理委員会規程の一部改

正について」、報告します。服務管理委員会規程の一部改正につ

いて、千葉市教育委員会組織規則第９条第１項の規定により教育

長の臨時代理により処理したので、同条第２項の規定により報告

するものです。主な改正点ですが、これまで対象者を「職員」と

していたものを、教育委員会組織規則第２条第４号から第６号ま

でに規定する職員として、教育委員会におけるすべての職員を対

象とすることを明確にしました。また、第２条の所掌事務につい

てですが、より明確に第１号で地方公務員法第２８条、第２９条

に規定する処分に関すること、第２号で職員の服務規律に関する

こととしました。なお、地方公務員法第２８条第２項第１号の傷

病による休職処分及び指導が不適切である教諭に関する処分に

ついては、それぞれ専門の審査機関で取り扱うこととしているの

で、除外しています。委員会の組織については、教育次長、教職

員課長の２名を新たに追加して、従来の４名から６名とし、委員

長には教育次長を充てるものです。また、除斥の規定について新

たに設けるなど、その他の規定の整備を行ったものです。施行期

日は、平成２０年４月１日です。 

  報 告 第 ９ 号 市費負担教育職員の人事について 

   津田委員長 教職員課長、説明をお願いします。 

   教職員課長 報告第９号「市費負担教育職員の人事について」、報告します。

高等学校の教員の人事異動に係わる内示が、３月の定例教育委員

会会議以降にあった関係から、千葉市教育委員会組織規則第９条

第１項の規定により教育長の臨時代理により処理したので、同条

第２項の規定により報告するものです。平成２０年４月１日付け、

千葉市立千葉高等学校及び千葉市立稲毛高等学校の校長の人事

発令ですが、千葉高等学校の校長として、前千葉県立船橋高等学

校教頭「田辺 新一」を採用し、稲毛高等学校の校長として、前

千葉県立千葉女子高等学校教頭「仲間 憲三」を採用しました。

なお、前任者は平成２０年３月３１日付けで退職し、前千葉市立

高等学校校長「下重 恒夫」は、千葉県立千葉北高等学校校長、



 

前千葉市立稲毛高等学校校長「柴嵜光夫」は、千葉県立船橋高等

学校校長に、それぞれ就任しました。 

７ その他 

(1) 県費負担教職員の人事について、次のとおり教職員課長より報告があった。 

   教職員課長 平成１９年度末の人事異動の概要について報告します。平成１

９年度末の人事異動方針に基づき、教職員組織の充実・強化を図

るために、人事異動を実施しました。異動総数ですが、小・中・

特別支援学校合わせて１，０７７名で、前年度とほぼ同様の数と

なっています。新規採用教員数ですが、小・中・特別支援学校合

わせて１７９名で、昨年度より若干減尐していますが、ほぼ同程

度の新規採用者を確保したところです。また、管理と指導に優れ、

高い識見を有した管理職の登用に力を入れ、新任の校長として４

８名、教頭として５６名を登用しました。その中の女性管理職数

ですが、校長として２３名、教頭として１８名で、合計４１名で

す。昨年と比較して、総数で１名の減ですが、管外交流として、

他市に１名教頭として派遣しましたので、実質的には昨年度と同

数の管理職が確保されている状況です。その他、異動対象となる

同一校７年以上勤続者の異動状況ですが、全体として５９％の解

消率と、昨年度よりも割合が低くなっています。これは学校運営

上、残留をさせたいという希望が学校から出てきたためです。 

(2) 平成２０年度入学式について、次のとおり学事課長より報告があった。 

   学 事 課 長 平成２０年度入学式について報告します。４月８日に中学校、

養護学校、市立高等学校、４月９日に小学校、第二養護学校と、

一斉に入学式を執り行いました。現在、入学者数を取りまとめて

いますが、小学校と中学校を合わせて約１６，０００名を越える

児童生徒が入学したものと思われます。なお、市立千葉高等学校

ですが、小仲台町の新校舎にて、３２２名が入学したことを報告

します。 

(3) 特別支援教育の答申について、次のとおり指導課長より報告があった。 

   指 導 課 長 特殊教育から特別支援教育へと体制が移行していく過渡期に、

千葉市では平成１６年度から、学識経験者、市民団体代表、学校

関係団体代表により構成される「千葉市における特別支援教育の

在り方に関する検討会議」を開催してきました。昨年度のこの時

期に中間報告として説明したところですが、このたび、千葉大学

梅谷委員長から「千葉市における特別支援教育の在り方について

（答申）」が教育長に手渡されました。その詳しい内容について



 

は、日を改めて説明いたします。 

 (4) 次回第５回定例会は平成２０年５月２１日（水）午後２時００分より開催す

ることと決定した。 

８ 閉会 

  津田委員長より閉会を宣言 


